
４月から小学生になるお子さんをもつ保護者の皆様へ

お子さんは「自分の気持ち

をわかってもらえた」と安心

します。そして、お子さんは、

相手の話をよく聞くようにな

り、相手とわかり合えること

が気持ちがよいということに

も気づいていきます。こうし

て身近な人と気持ちが通じ合

う経験を繰り返して信頼関係

を築いていきます。

お子さんのやりたいという

気持ちを大切にしましょう。

子どもは毎日新しいことに出

会い、いろいろな感覚をはた

らかせ、豊かな感性を磨いて

います。お子さんの好奇心や

やる気を大切に、一緒にいろ

いろな活動を楽しみましょう。

そして、自分の力でやりとげ

たときはたくさんほめてあげ

ましょう。

お子さんの思いや願いを

受けとめ、笑顔で温かい気

持ちと言葉で返しましょう。

この積み重ねが、心の栄養

となり、安心感につながり

ます。安心な居場所がある

からこそ、自分らしさを発

揮し、健やかにのびのびと

育っていくことができます。

つながる ひろがる 子どもの学び

子どもの話をよく

聞きましょう。
子どものやる気を

大切にしましょう。

子どものことを

見守りましょう。

Q 小学校生活についての心配なことは、どこに相談すればいいですか？

A 「落ち着きがなく、授業中に立ち歩いてしまわないか心配です」「自分の気持ちを伝えることが苦手

です。いやなことがあったらきちんと伝えられるか心配です」等、就学に関して心配なことがあれば、ま

ずは保育所・保育園・幼稚園・認定こども園等に相談してください。保護者の方とともに考え、必要に応

じて関係機関を紹介するなど、小学校へつなげるお手伝いをします。また、お子さんが就学する上で配慮

してほしいこと等がありましたら、ぜひ就学先の小学校に相談してください。

Q 入学までに、文字を読んだり書いたりすることができていなければいけませんか？

A 小学校に入学してから、少しずつ正しい文字の書き順や鉛筆の持ち方、書く時の姿勢などを学んでいき

ますので、心配ありません。ただ、お子さんが新しい環境の中で安心できるように、「自分の名前」は読

めるとよいでしょう。年長から1年生にかけての時期は、文字や数に対する興味が高まってくる時期です。

家庭で絵本の読み聞かせをしたり、毎日のできごとを聴いてあげたりしましょう。生活の中で見つけた文

字や数に対して「読みたい！書きたい！」という気持ちを大切にしていきましょう。

Q 食物アレルギーのことなど、給食のことは相談できますか？

A 1年生の初めは、食べられる量や食事にかかる時間に個人差が見られますが、

食べられる量を配慮し、配膳・食事・後片付け等を含めた給食の時間を、他の学

年よりも長くゆったりと設定しています。子どもたちが楽しく、おいしく給食を

いただくことができるよう、様々な工夫をしています。

食物アレルギーのあるお子さんについては、アレルギー食材の除去食対応を行

います。就学時健診や入学説明会等、入学前に学校へご相談ください。

Q 入学するまでに、学校を見学することはできますか？

A 初めての環境が苦手なお子さんにとっては、まずは新しい場所に慣れることが大切です。玄関、教室、

トイレなど、入学までに学校を見学しておくことで、不安が小さくなると思います。小学校を見学したい

場合は、保育所・保育園・幼稚園・認定こども園等を通じて小学校に連絡をしてもらい、見学をさせても

らってください。入学説明会の時だけでなく、必要に応じて個別に見学を申し込むことができます。

Q 一人で歩いて安全に、登下校ができるでしょうか？

A 伊賀市内の学校は、通学団での登下校を基本としています。学校の先生はもちろん、PTA、地域の

ボランティアの方が、登下校の安全を見守ってくれています。また、学校では、宿題や家庭学習に使わな

い教科書を預かって、子どもたちが最小限の荷物で登下校できるようにしています。大きな荷物の時はお

家の方に手伝っていただくこともあります。ご家庭では、入学までに雨の日と晴れの日、最低1度ずつは

通学路をお子さんと一緒に歩いておくと安心です。

【お問い合わせ】 伊賀市役所（伊賀市四十九町3184番地）

学校教育課：２２－９６４９ 保育幼稚園課：４１－０９３３

入学を迎えるにあたりよく聞かれることです

伊賀市教育委員会

ある日の給食（一例）

・牛乳 ・白ご飯 ・カレーキャベツ

・春雨スープ ・鶏のからあげ


